
京都市景観法及び京都市市街地景観整備条例の施行に関する規則の一部を改正する規

則を公布する。 

  平成２３年３月３１日 

京都市長  門 川 大 作   

京都市規則第１３６号 

京都市景観法及び京都市市街地景観整備条例の施行に関する規則の一部を改

正する規則 

京都市景観法及び京都市市街地景観整備条例の施行に関する規則の一部を次のように

改正する。 

第３条各号列記以外の部分中「第１４条第３項各号」を「第１３条第３項各号」に改め，

同条第１号中「柵
さく

」を「柵」に改める。 

第４条中「屋外に設ける建築設備の位置図及び第７条第１項第３号から第６号まで」を

「別表第１ の項」に改める。 

第８条を削る。 

第７条第１項各号列記以外の部分中「に次」を「の正本及び副本に，それぞれ別表第１

 の項及び の項」に改め，「図書」の右に「その他市長が必要と認める図書」を加え，同

項各号を削り，同条第２項中「に前項各号に掲げる」を「の正本及び副本に，それぞれ第

１項に規定する」に改め，同項を同条第３項とし，同条第１項の次に次の１項を加える。 

２ 前項の規定にかかわらず，市長は，別表第１ の項に掲げる図書で添付させる必要が

ないと認めるものを省略させることができる。 

第７条に次の２項を加える。 

４ 第１項の規定にかかわらず，法第６３条第１項前段の規定による計画の認定の申請と

併せて行う場合における第１項の計画の認定の申請は，省令別記様式第２に次に掲げる

図書を添えて行うことができる。この場合においては，同様式に同項の計画の認定の申

請を法第６３条第１項前段の規定による計画の認定の申請と併せてする旨を記載しな

ければならない。 

  第１項に規定する図書 

  第１項の計画認定申請書に記載すべき事項のうち，行為の対象，行為の種別及び工

作物の概要の欄に記入すべき事項を記載した書類 

５ 第３項の規定にかかわらず，法第６３条第１項後段の規定による変更に係る認定の申



請と併せて行う場合における第３項の変更に係る認定の申請は，省令別記様式第２に次

に掲げる図書を添えて行うことができる。この場合においては，同様式に同項の変更に

係る認定の申請を法第６３条第１項後段の規定による変更に係る認定の申請と併せて

する旨を記載しなければならない。 

  第１項に規定する図書（変更に係るものに限る。） 

  第３項の変更計画認定申請書に記載すべき事項のうち，変更の種類，変更の内容及

び変更の理由の欄に記入すべき事項を記載した書類 

 第７条を第８条とする。 

第６条第１項中「別表第１」を「別表第２」に改め，同条を第７条とする。 

第５条の次に次の１条を加える。 

（認定等を要しない行為） 

第６条 条例第９条第９号，第１８条第１項第１３号及び第２３条第１号キに規定する別に

定めるものは，次に掲げる行為とする。 

  外観の変更を伴わない増築 

  外観を変更することとなる修繕若しくは模様替え又は色彩の変更で，道路，公園，

広場その他の公共の用に供する空地（以下「公共用空地」という。）及び隣地から見

えない部分について行うもの 

  その他市長が良好な景観の形成に支障を及ぼすおそれがないと認める行為 

 第９条を削り，第１０条を第９条とし，第１１条を第１０条とし，第１２条を第１１条

とする。 

 第１３条中「第７号様式」を「第４号様式」に改め，同条を第１２条とする。 

 第１４条第１項中「第８号様式」を「第５号様式」に改め，同条第３項第２号中「，信

書便差出箱並びに路線バスの停留所及びベンチの上屋」を「及び信書便差出箱」に改め，

同項第４号中「駒
こま

止め」を「駒止め」に，「柵
さく

」を「柵」に改め，同条を第１３条とする。 

第１５条中「第９号様式」を「第６号様式」に改め，同条を第１４条とする。 

第１６条第１項中「第２０条第１項」を「第２０条」に改め，同条第２項中「第２０条

第１項」を「第２０条」に，「別表第２」を「別表第３」に改め，同条を第１５条とする。  

第１７条第１項中「第１０号様式」を「第７号様式」に改め，同条第２項各号列記以外

の部分中「次」を「別表第１ の項に掲げる図書，次の各号に掲げる行為の区分に応じそ

れぞれ当該各号」に，「もの」を「図書その他市長が必要と認める図書」に改め，同項各号



を次のように改める。 

  建築等 別表第１ の項に掲げる図書 

  建設等 別表第１ の項に掲げる図書 

第１７条第３項中「第１１号様式」を「第８号様式」に改め，同条第４項各号列記以外

の部分中「次」を「，別表第１ の項」に改め，「図書」の右に「その他市長が必要と認め

る図書」を加え，同項各号を削り，同条第５項を次のように改める。 

５ 条例第４９条第１項の規定による建築等又は建設等の届出をしようとする者は，行為

届に，別表第１ の項に掲げる図書，次の各号に掲げる行為の区分に応じそれぞれ当該

各号に掲げる図書その他市長が必要と認める図書を添えて，市長に提出しなければなら

ない。 

  建築等 別表第１ の項に掲げる図書  

  建設等 別表第１ の項に掲げる図書 

 第１７条に次の１項を加える。 

６ 前項の規定にかかわらず，市長は，前項の届出をしようとする者が当該届出を法第１

６条第１項若しくは第２項の届出，法第６３条第１項若しくは条例第１１条第１項の認

定の申請又は法第１６条第５項若しくは第６６条第２項若しくは条例第１５条第２項

の通知と併せてするときは，前項の図書で添付させる必要がないと認めるものを省略さ

せることができる。 

第１７条を第１６条とし，同条の次に次の１条を加える。 

（建造物修景地区内における届出，勧告等に関する規定の適用の除外） 

第１７条  条例第２３条第１号オに規定する別に定めるものは，次に掲げる行為とする。 

  京都府文化財保護条例第２１条第１項本文及び第４９条第１項本文の規定による

許可に係る行為 

  京都府文化財保護条例第２２条本文及び第５０条第１項本文の規定による届出に

係る行為 

  京都市文化財保護条例第１８条第１項本文（同条例第３８条において準用する場合

を含む。）の規定による許可に係る行為 

  京都市文化財保護条例第１９条第１項本文（同条例第３８条において準用する場合

を含む。）の規定による届出に係る行為 

第１８条中「第１２号様式」を「第９号様式」に改める。 



第１９条を削る。 

第２０条中「第１４号様式」を「第１０号様式」に改め，同条を第１９条とする。 

第２１条第１項中「第１５号様式」を「第１１号様式」に改め，同条第２項中「第１６

号様式」を「第１２号様式」に改め，同条を第２０条とする。 

 第２２条第１項各号列記以外の部分中「第１７号様式）に次」を「第１３号様式）に，

別表第１ の項に掲げる図書，次の各号に掲げる許可に係る行為の区分に応じそれぞれ当

該各号」に改め，「図書」の右に「その他市長が必要と認める図書」を加え，同項各号を次

のように改める。 

   建築物の移転，除却又は外観の変更 別表第１ の項に掲げる図書  

   工作物の移転，除却又は外観の変更 別表第１ の項に掲げる図書 

 第２２条第２項中「前項」を「第１項」に改め，同項を同条第３項とし，同条第１項の

次に次の１項を加える。 

２ 前項の規定にかかわらず，市長は，別表第１ の項又は の項に掲げる図書で添付さ

せる必要がないと認めるものを省略させることができる。 

第２２条を第２１条とし，同条の次に次の１条を加える。 

（地域景観づくり協議会の認定） 

第２２条 条例第４３条第１項の規定による認定を受けようとする者は，地域景観づくり

協議会認定申請書（第１４号様式）の正本及び副本に，それぞれ次に掲げる図書を添え

て，市長に提出しなければならない。 

  活動計画書 

  規約 

  役員名簿 

  組織の構成図 

  活動区域図 

  活動に関する地域住民等への周知及び地域住民等からの意見聴取の状況を記載し

た書面 

  その他市長が必要と認める図書 

２ 市長は，前項の申請があったときは，認定又は不認定を決定し，認定通知書又は不認

定通知書を申請者に交付するものとする。 

第２９条第１項中「第２４号様式」を「第２３号様式」に改め，同条第２項中「第２５



号様式」を「第２４号様式」に改め，同条第３項中「第４９条第２項」を「第５４条第２

項」に，「第２６号様式」を「第２５号様式」に改め，同条を第３３条とする。 

 第２８条第１項中「第４５条第１項」を「第５０条第１項」に，「第２３号様式」を「第

２２号様式」に改め，同条を第３２条とする。 

 第２７条第１項各号列記以外の部分中「第４３条第１項」を「第４８条第１項」に，「第

２２号様式）に」を「第２１号様式）の正本及び副本に，それぞれ」に改め，同項第１号

を次のように改める。 

  市街地景観協定の協定書 

第２７条第１項第２号中「当該市街地景観協定」を「市街地景観協定」に改め，同条を

第３０条とし，同条の次に次の１条を加える。 

（良好な景観形成及び保全のための建築物の形態意匠に関する基準） 

第３１条 条例第４８条第２項第１号エに規定する基準は，次に掲げるものとする。 

  建築物の形態及び意匠に関する基準 

  建築物の位置又は建築設備に関する基準 

  工作物の位置又は形態及び意匠に関する基準 

  屋外広告物の表示又は屋外広告物を掲出する物件の設置に関する基準 

  緑化に関する基準 

  その他良好な景観の形成に関する基準 

 第２６条中「第２１号様式」を「第２０号様式」に改め，同条を第２９条とする。 

 第２５条各号列記以外の部分中「第２０号様式」を「第１９号様式」に改め，同条を第

２８条とする。 

第２４条中「第１９号様式」を「第１８号様式」に改め，同条を第２７条とする。 

 第２３条第１項各号列記以外の部分中「第１８号様式」を「第１７号様式」に改め，同

条を第２６条とし，同条の前に次の３条を加える。 

（地域景観づくり協議会の認定要件） 

第２３条 条例第４３条第２項第４号に規定する別に定める要件は，次に掲げるものとす

る。 

  活動の内容が，法令又は都市計画に抵触せず，かつ，活動区域内における景観の保

全及び創出に資するものであること。 

  代表者及び主たる事務所の所在地並びに団体における合理的な意思決定の方法が



定められていること。 

  活動区域が，他の地域景観づくり協議会の活動区域と重複しないこと。 

  活動の内容について地域住民等の理解及び協力が得られていること。 

（変更及び廃止の届出） 

第２４条 条例第４４条第１項の規定による届出は，地域景観づくり協議会変更・解散・

活動中止届（第１５号様式）により行うものとする。 

２ 前項の届出（変更に係るものに限る。）は，第２２条第１項各号に掲げる図書（変更に

係るものに限る。）を添えて行わなければならない。 

（地域景観づくり計画書の認定） 

第２５条 条例第４６条第１項の規定による認定を受けようとする者は，地域景観づくり

計画書認定申請書（第１６号様式）の正本及び副本にそれぞれ次に掲げる図書を添えて，

市長に提出しなければならない。  

  地域景観づくり計画書 

  その他市長が必要と認める図書 

２ 市長は，前項の申請があったときは，認定又は不認定を決定し，認定通知書又は不認

定通知書を申請者に交付するものとする。 

別表第１及び別表第２を次のように改める。 

別表第１（第４条，第８条，第１６条及び第２１条関係） 

区分 図   書 明 示 す べ き 事 項 

付 近 見 取 図 
縮尺，方位，道路及び目標となる地物並びに隣接する土地に

おける建築物等の位置 

配 置 図 

縮尺，方位，敷地内における建築物等の位置，申請又は届出

に係る建築物等と他の建築物等の別，土地の高低及び敷地に

接する道路の位置 

  

カ ラ ー 写 真 敷地及び当該敷地の周辺の状況 

 各 階 平 面 図 
縮尺，方位，間取り，各室の用途並びに壁，開口部並びに屋

外に設ける建築設備及び工作物の位置 

 
屋 根 伏 図 

縮尺，方位，屋根の勾配，軒，ひさし及びけらばの出並びに

屋外に設ける建築設備及び工作物の位置 

 着色した各面の 縮尺，主要部分の材料，仕上材料及び色彩並びに開口部並び



備考１ 付近見取図にあっては，縮尺が２，５００分の１以上であるものとする。 

２ 配置図，各階平面図，屋根伏図及び断面図にあっては，縮尺が１００分の１以

上であるものとする。ただし，申請又は届出に係る建築等又は建設等の規模が大

きいため，適切に表示することができないときは，この限りでない。 

３ 立面図，横断面図及び縦断面図にあっては，縮尺が５０分の１以上であるもの

とする。ただし，申請又は届出に係る建築等又は建設等の規模が大きいため，適

切に表示することができないときは，この限りでない。 

４  の項の各階平面図及び屋根伏図にあっては，工作物の建設等をした後，当該

工作物が建築物に定着することとなる場合に限り，添付するものとする。 

５ 着色すべき図書の色彩は，日本工業規格Ｚ８７２１に基づいて表示するものと

する。 

別表第２（第７条関係） 

１ 条例第１０条第１項第３号に掲げる基準の適用に関し必要な技術的細目 

 立面図 に屋外に設ける建築設備及び工作物の位置 

  
２面以上の断面

図 

縮尺，各階の床及び天井（天井がない場合にあっては，屋根）

の高さ，軒，ひさし及びけらばの出並びに建築物の各部分の

高さ 

 
外 構 平 面 図 

門，垣，塀，擁壁及び舗装の位置，寸法，仕上材料及び色彩

並びに植栽の位置，寸法，種類及び色彩 

 着色した完成予

想図 
申請又は届出に係る建築物及び周辺の状況 

各 階 平 面 図 
縮尺，方位，間取り，各室の用途並びに壁，開口部並びに屋

外に設ける建築設備及び工作物の位置 

屋 根 伏 図 
縮尺，方位，屋根の勾配，軒，ひさし及びけらばの出並びに

屋外に設ける建築設備及び工作物の位置 

着色した平面図

又は横断面図 
縮尺及び主要部分の寸法 

  

着色した立面図

又は縦断面図 
縮尺，工作物の高さ及び主要部分の寸法 



美観地区等の種別 技 術 的 細 目 

歴史遺

産型の

美観地

区 

祇園縄手・新門

前歴史的景観

保全修景地区 

  塀の高さは，１．８メートル以上２．５メートル以下

であること。ただし，隣接する既存の塀の高さが２．５

メートルを超える場合において，塀の高さを当該既存の

塀の高さに合わせることにより町並みの景観の連続性を

確保することができると認められるときは，この限りで

ない。 

  犬矢来，駒寄せその他これらに類する工作物を道路に

面して設ける場合にあっては，これらの工作物が，木竹，

石等の自然の材料で造られていること。ただし，これら

の材料で造られているものと同等の外観を有するものに

ついては，この限りでない。 

 祇園町南歴史

的景観保全修 

景地区 

  塀の高さは，１．８メートル以上２．５メートル以下

であること。ただし，隣接する既存の塀の高さが２．５

メートルを超える場合において，塀の高さを当該既存の

塀の高さに合わせることにより町並みの景観の連続性を

確保することができると認められるときは，この限りで

ない。 

  門及び塀の形態が伝統的な様式のものであること。 

  犬矢来，駒寄せその他これらに類する工作物を道路に

面して設ける場合にあっては，これらの工作物が，木竹，

石等の自然の材料で造られていること。ただし，これら

の材料で造られているものと同等の外観を有するものに

ついては，この限りでない。 

  敷地を造成するための擁壁を道路に面して設ける場合

にあっては，当該擁壁は，石積み又はこれと同等の外観

を有するものであること（条例第２４条第１項の規定に

より八坂地区に指定された区域に限る。）。 



２ 条例第１０条第１項第５号に掲げる基準の適用に関し必要な技術的細目 

上京小川歴史

的景観保全修 

景地区 

  門及び塀の高さは，２メートル以下であること。ただ

し，隣接する既存の塀の高さが２メートルを超える場合

において，門及び塀の高さを当該既存の塀の高さに合わ

せることにより町並みの景観の連続性を確保することが

 

 できると認められるときは，この限りでない。 

  犬矢来，駒寄せその他これらに類する工作物を道路に

面して設ける場合にあっては，これらの工作物が，木竹，

石等の自然の材料で造られていること。ただし，これら

の材料で造られているものと同等の外観を有するものに

ついては，この限りでない。 

 伏見南浜界わ

い景観整備地 

区 

門又は塀を有する場合にあっては，その形態が伝統的な

様式のものであること。 

 上賀茂郷界わ

い景観整備地 

区 

  門を有する場合にあっては，その形態が伝統的な様式

のものであること。 

  塀を有する場合にあっては，当該塀が土塀であり，又

はその形態が伝統的な様式のものであること。 

 千両ケ辻界わ

い景観整備地

区，上京北野界

わい景観整備

地区，西京樫原

界わい景観整

備地区及び本

願寺・東寺界わ

い景観整備地 

区 

  門又は塀を有する場合にあっては，その形態が伝統的

な様式のもの又は伝統的な様式に準じたものであるこ

と。 

  門又は塀を有する場合にあっては，木竹，石等の自然

の材料で造られていること。ただし，これらの材料で造

られているものと同等の外観を有するものについては，

この限りでない。 



別表第２の次に次の１表を加える。 

 

美観地区等の種別 技 術 的 細 目 

歴史遺産型以外の美観地 

区等 

  携帯電話用のアンテナが建築物の外壁面に設けられ

ている場合にあっては，その色彩が当該外壁面の色彩と

調和したものであること。 

   携帯電話用のアンテナの付属設備は，公共用空地から

見えない位置に設けられていること。ただし，適切な修

景措置が施されており，景観の保全上支障がないと認め

られるときは，この限りでない。 

  屋上部に設ける太陽光発電装置は，屋根材と一体とな

る瓦又はパネルの形状のものであって，かつ，その色彩

が屋根の色彩と調和したものであること。ただし，公共

用空地から見えない位置に設けられているときは，この

限りでない。 

歴史遺産型の美観地区   建築物の外壁面に設ける携帯電話用のアンテナは，そ

の色彩が当該外壁面の色彩と調和したものであること。

  携帯電話用のアンテナの付属設備は，公共用空地から

見えない位置に設けられていること。 

  屋上部に設ける太陽光発電装置は，屋根材と一体とな

る瓦又はパネルの形状のものであって，かつ，その色彩

が屋根の色彩と調和したものであること。 

美観地区等の種別 基 準 

山 ろ く 型 の 美 観 地 区 道路に沿って，２メートルごとに中木２本の植栽が行

われ，又は生け垣(生け垣をなす樹木の高さが１メートル

以上のものに限る。以下同じ。)が設けられていること。

ただし，敷地の規模又は形状により植栽を行い，又は生

け垣を設置することが困難であると認められるときは，

別表第３（第１５条関係） 



備考１ 「高木」とは，高さが２．５メートル以上である樹木をいう。 

２ 「中木」とは，高さが１メートル以上である樹木をいう。 

第１号様式注以外の部分中「あて先」を「宛先」に改める。 

第２号様式中「第７条関係」を「第８条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あて先」

を「宛先」に，  

 

 この限りでない。 

岸辺型の美観 

地区 

一 般 地 区 建築物又は工作物と河川との間で空地となる部分に，

河川に沿って，３メートルごとに高木１本又は２メート

ルごとに中木２本の植栽が行われていること。ただし，

敷地の規模又は形状により植栽を行うことが困難である

と認められるときは，この限りでない。  

 歴史的町並

み地区 

建築物又は工作物と河川との間に空地となる部分があ

る場合にあっては，河川に沿って，町並みの景観の連続

性に配慮した植栽が行われていること。 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号

現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

免許 

級建築士事務所     

知事登録第   号

 住所 

 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号

 建築士事務所名 免許 

「 

設 計 者 



 

 

 

 

 

 

 

   

 第３号様式中「第７条関係」を「第８条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あて先」

を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」，「 」及び「□最上部の高さ」を削る。 

 第４号様式から第６号様式までを削る。 

第７号様式中「第１３条関係」を「第１２条関係」に改め，同様式を第４号様式とする。 

第８号様式中「第１４条関係」を「第１３条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に，  

 
 

電話  ―     

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号

設 計 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所     

知事登録第   号

最上部の高さ メートル メートル

仕 上 材 料       

仕 上 材 料       

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 
行 為 者 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

「 

に， 

」 

を 

」 

に改める。 

」 

「 

「 

を 

」 

「 



 

 

 

に改め，同様式を第５号様式とする。 

第９号様式中「第１５条関係」を「第１４条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り， 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所 

知事登録第   号

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 
行 為 者 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

免許 

級建築士事務所     

知事登録第   号

 住所 

設 計 者 
氏名 免許 

級建築士 登録第   号

」 

」

「 

「 

を 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

免許 

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
設 計 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所     

知事登録第   号

最上部の高さ メートル メートル

仕 上 材 料       

色 彩    

 

 

 

 

 

 

 

 仕 上 材 料 

 色 彩       

  

  

「 

」 

「 

」 

に，

「

を

を 

」 



 

 

 

 

 

 

同様式を第６号様式とする。 

第１０号様式中「第１７条関係」を「第１６条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，「第４４条」を「第

４９条第１項」に，  

 

 

 

  

  

  

  

  

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 工事主その他

の行為者 氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 工事主その他

の行為者 氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

に改め， 

」 

」 

」 

「 

を 
「 

「 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様式を第７号様式とする。 

 第１１号様式中「第１７条関係」を「第１６条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ 

 

                                

を「□高    さ」に改め，同様式を第８号様式とする。 

 第１２号様式注以外の部分中「あて先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び

平方メートル 種 類 及 び 用 途

 水 平 投 影 面 積 平方メートル 平方メートル 平方メートル

 高 さ メートル メートル

 最 上 部 の 高 さ メートル メートル

 仕 上 材 料       

 

 

そ の

他 の

工 作

物 

色 彩    

 

 

 

 

 

平方メートル 種 類 及 び 用 途

 水 平 投 影 面 積 平方メートル 平方メートル 平方メートル

 高 さ メートル メートル

 仕 上 材 料

 

そ の

他 の

工 作

物 
色 彩       

 

 

 

 

 

 

「 

に改め， 

」 

」 

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，
「□高    さ 

□最上部の高さ」

「 

を 

に， 



「 」を削り，同様式を第９号様式とする。 

 第１３号様式を削る。 

第１４号様式中「第２０条関係」を「第１９条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，  

 

 

 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

免許 

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
設 計 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

免許 

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
設 計 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所     

知事登録第   号

「 

」 

」 

を 「

を 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同様式注３中「現場管理者，」を削り，同様式を第１０号様式とする。 

 第１５号様式中「第２１条関係」を「第２０条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，同様式を第１１号様

式とする。 

 第１６号様式中「第２１条関係」を「第２０条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

平方メートル 高 さ メートル メートル

最上部の高さ メートル メートル

 仕 上 材 料       

 色 彩    

 樹 木 

 

 

 

 

 

 

平方メートル 高 さ メートル メートル

 仕 上 材 料 

 色 彩       

 樹 木 

 

 

 

 

 

 

 

に， 

」 

」 

「 

に改め， 

「

を 



て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，「第２１条第２項」

を「第２０条第２項」に改め，同様式を第１２号様式とする。 

第１７号様式中「第２２条関係」を「第２１条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ 

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り， 

 

 

 

に改め，同様式を第１３号様式とし，同様式の次に次の４様式を加える。 

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 
行 為 者 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

住所 

氏名 免許 

級建築士 登録第   号
現 場 管 理 者 

建築士事務所名 

 

電話  ―     

登録 

級建築士事務所     

知事登録第   号

住所（法人にあっては，主たる事務所の所在地） 

 
行 為 者 

氏名（法人にあっては，名称及び代表者名） 

                電話   － 

「 

」 
を 

」 

「 



第１４号様式（第２２条関係） 

 

地域景観づくり協議会認定申請書 

 

（ 宛 先 ） 京 都 市 長 年    月    日 

申請者の住所（法人にあっては，主たる

事務所の所在地） 

申請者の氏名（法人にあっては，名称及び代

表者名） 

 

 

 

 

京都市市街地景観整備条例第４３条第１項の規定により地域景観づくり協議会の認

定を申請します。 

団 体 の 名 称   

住所 

 

         電話   － 代 表 者 

氏名 

主たる事務所の所在地及び電

話番号 

 

 

         電話   －

活 動 の 対 象 区 域  

活 動 の 目 的      

備 考  

 



第１５号様式（第２４条関係） 

 

地域景観づくり協議会       届 

注 該当する□には，レ印を記入してください。 

京都市市街地景観整備条例第４４条第１項の規定により地域景観づくり協議会の 

□ 変  更 

□ 解  散  について届け出ます。 
□ 活動中止 

地域景観づくり協議会の名称   

認 定 の 年 月 日 及 び 番 号     年   月   日  第    号 

変更，解散又は活動中止の年月日 年    月    日   

変 更 の 内 容  

変更，解散又は活動中止の理由  

（ 宛 先 ） 京 都 市 長 年    月    日 

届出者の住所（法人にあっては，主たる事

務所の所在地） 

届出者の氏名（法人にあっては，名称及び代

表者名） 

 

 

電話   － 

変  更 

解  散 

活動中止



第１６号様式（第２５条関係） 

 

地域景観づくり計画書認定申請書 

 

 

（ 宛 先 ） 京 都 市 長 年    月    日 

申請者の住所（法人にあっては，主たる事

務所の所在地） 

申請者の氏名（法人にあっては，名称及び代

表者名） 

 

電話   －     

京都市市街地景観整備条例第４６条第１項の規定により地域景観づくり計画書の認

定を申請します。 

名 称   地域景観

づくり協 

議会 
認定の年月日及び番号       年   月   日 第    号 

名 称  地域景観

づくり協 

議地区 
対 象 地 区  

景観の保全及び創出の方針の概要  

備 考  



第１７号様式（第２６条関係） 

  

景 観 協 定 

認 可

変 更 認 可

廃 止 認 可

申 請 書 

 
（ 宛 先 ） 京 都 市 長 年    月    日 

申請者の住所（法人にあっては，主たる事

務所の所在地） 

申請者の氏名（法人にあっては，名称及び

代表者名）               

電話   ―    

 

 景観法 

□第８１条第４項 

□第８４条第１項 

□第８８条第１項 

□第９０条第１項 

の規定により景観協定の

□認   可

□変更の認可

□廃止の認可

を申請します。

景 観 協 定 の 名 称   

次に掲げる事項に関する基準 

 建築物の□形態意匠 □敷地 □位置 □規模 □構造

□用途 □建築設備 

 工作物の□形態意匠 □位置 □規模 □構造 □用途 

 □屋外広告物の表示 

 □屋外広告物を掲出する物件の設置 

樹林地，草地等の 
□保全

□緑化
に関する事項 

農用地の 
□保全

□利用
に関する事項 

良好な景観の形成のため

に景観協定に定める事項 

□その他良好な景観の形成に関する事項 

景観協定の有効期間   

  景 観 協 定 区 域 景観協定区域隣接地の区域

地 名 地 番     

面 積 平方メートル 平方メートル



用 途 地 域     

高 度 地 区     

防 火 地 域 
□防火 □準防火 □指定な

し 

□防火 □準防火 □指定な

し 

そ の 他 の 地 域 地 区     

景観法に規定する景観計

画に定める景観計画区域 
    

京都市屋外広告物等に関

する条例に規定する屋外

広告物規制区域 

    

土 地 の 所 有 者 人 人 

建物の所有を目的と

する地上権を有する

者 

人 人 

建物の所有を目的と

する土地の賃借権を

有する者 

人 人 

景観法第９１条第１

項の規定により土地

所有者等とみなされ

る借主 

人 人 

景観法第９１条第２

項の規定により土地

所有者等とみなされ

る者 

人 人 

土

地

所

有

者

等

の

内

訳 

合 計 人 人 

景観協定に違反した場合

の措置 
  

注 該当する□には，レ印を記入してください。 



第１８号様式を削る。 

 第１９号様式中「第２４条関係」を「第２７条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，同様式を第１８号様

式とする。 

第２０号様式中「第２５条関係」を「第２８条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に改め，「。記名押印又は署名」及び「 」を削り，同様式を第１９号様

式とする。 

 第２１号様式中「第２６条関係」を「第２９条関係」に，「あて先」を「宛先」に改め，

「。記名押印または署名」及び「 」を削り，「第２６条の」を「第２９条の」に改め，同

様式を第２０号様式とする。 

 第２２号様式中「第２７条関係」を「第３０条関係」に，「あて先」を「宛先」に， 

   

 

 

 

 

 

に，「第４３条第１項」を「第４８条第１項」に改め，同様式を第２１号様式とする。 

 第２３号様式中「第２８条関係」を「第３２条関係」に改め，同様式注以外の部分中「あ

て先」を「宛先」に， 

 

 

 

 

 

 

に，「第４５条第１項」を「第５０条第１項」に改め，同様式を第２２号様式とする。 

 第２４号様式中「第２９条関係」を「第３３条関係」に改め，同様式を第２３号様式と

する。 

第２５号様式中「第２９条関係」を「第３３条関係」に改め，同様式を第２４号様式と

申請者の氏名（法人にあっては，名

称及び代表者名。記名押印又は署名）

 

  

申請者の氏名（法人にあっては，名

称及び代表者名） 

 

    電話   － 

届出者の氏名（法人にあっては，名

称及び代表者名。記名押印又は署名）

 

届出者の氏名（法人にあっては，名

称及び代表者名） 

      

    電話   － 

「 「

を 

「 

」 

「

を 

」 

」 」



する。 

 第２６号様式中「第２９条関係」を「第３３条関係」に，「第４９条第１項」を「第５４

条第１項」に，「印」を「□印」に改め，同様式を第２５号様式とする。 

   附 則 

この規則は，平成２３年４月１日から施行する。 

（都市計画局都市景観部市街地景観課） 


